
こんにちは、ふれディア通信編集部です。 暑さも本番の８月、皆さんいかがお過ごしでしょうか？  

暑さをしのぐ方法はいろいろありますが、体の中から冷やしてくれる夏の風物詩と言えば「かき氷」ですよね。 

かき氷は、なんとあの清少納言も食べていたそうですよ！ 意外と歴史のある食べ物なんですね。 『枕草子』

の中にも、「削った氷に、ツタの樹液を煮詰めた「あまずら」というシロップをかけて食べた」という記述があり

ます。 とはいえ、当時は氷を長く溶けないようにする技術なんてありませんでしたから、一般の人がかき氷を

食べられるようになったのはそれからずっと後のこと。 寒い地域から遠距離まで氷を運べるようになったのは、

江戸時代頃になってからなんだそうです。 さらに、明治時代になると氷店もできて、庶民も氷を楽しめるよう

になりました。 それから今まで 150 年あまりの間、私たちはかき氷にひと時の涼を得ているというわけです。 

古くは氷を刃物で削って作られていたかき氷ですが、最近はふわふわとした軽いものが人気です。 かき氷機の

発達によって、今では自宅でもふわふわのかき氷が作れる電動マシンも売られているんだそうですよ！ 一方、

お店では趣向を凝らしたユニークなかき氷が販売されています。 フルーツをまるごと使ったかき氷や、かき氷

をケーキ型にしてクリームをトッピングしたものなど、どんどん進化しているようです。 さらに面白いのが、

静岡県の法多山尊永寺にある団子茶屋の夏季限定のかき氷です。 かき氷の中に串つきの餡団子「厄除だんご」

を大胆に刺した「おだんご屋さんのかき氷」というかき氷なんです。 団子とかき氷を同時に楽しめるなんて、

甘党にとっては最高ですよね。 まだまだ暑い日が続きますが、おいしいかき氷でほっと一息つきながら毎日を

健康に過ごしましょう。                             ふれディア通信編集部 

 



  



 

  



 

 


